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◆次年度卒業予定者の就職希望者対象 
しごとセミナー ２月１２日（金）１３：１５～ 視聴覚室 

 

セミナー① 「コロナ禍の今、進路を考えていくうえで大切なこと」 
セミナー② 「データでみる山形県」 
パネルディスカッション 「高校生に今伝えたいこと」 

                       トヨタカローラ山形株式会社 総務部 人材開発室チーフ 横澤優介 氏 

                       株式会社ドリームゲート 代表取締役社長 兼 ＣＥＯ 村上勇氏 

                       株式会社テイクオフ 課長マネージャー 戸田茜氏 

     
この「しごとセミナー」は例年であれば、村山地区の高校２年生を対象に山形テルサで行われるもので

す。今年度はコロナ禍の影響で収録されたＤＶＤを各学校で視聴するという形に変更になりました。ＤＶＤ

なので質問することはできませんが、しっかり情報を吸収して自分の就職活動に生かそうという強い気持

ちを持って参加してください。冬期就職セミナーで桑名先生に指摘されたように気持ちが見えない受け身

の姿勢ではなく、積極的な姿勢で臨んでください。 

 

◆次年度卒業予定者対象のソーシャルスキルトレーニング講座（ＳＳＴ） 
２月５日(金)にキャリアプロデュース(株)の桑名先生を講師に、次年度卒業予定者対象のソーシャルス

キルトレーニング講座が行われました。対象者は４８名いますが、参加したのは３６名でした。 

次年度卒業を前にして、これからの準備、進路選択についてコロナ禍の現状や変化も踏まえて話をして

いただきました。就職も進学も「３月までに」自分がこうしたいという「方針」を「決める」こと、その際に「分

かりません」「どうせ」と言わないこととおっしゃっていました。周囲に様々な意見を言う人がいますが、自

分の役割は「考えること」、そして、自分で「決めること」です。 

①どんな大人になりたいか 

②自分ができることは何か 

③自分の大切なものは何か 

この正解も不正解もない３つの問いの答えを自分で「考え」、

自分で「決める」、つまり、自分の人生は自分で決めること。これ

を決めて自分の気持ちを周囲に話すことができれば、たとえ反

対されても解決の糸口が見えてくるはずです。 

やはり、卒業年次になる前に、つまり３月までに方針、方向性を

しっかり決めることが重要ですね。 

 

■ 令和３年３月卒業予定者の進路希望・合格状況           ２月９日現在 

 Ⅰ 部 Ⅱ  部 Ⅲ 部 合計 合格・内定 

4年制大学 ５ ０ ０ ５ ＜ ３＞ ４（ ２） 

短期大学 ０ ０ ０ ０ ＜ １＞ ０（ １） 

専門学校 ５ ７ ２ １４ ＜ ９＞ 1４（ ８） 

就  職 ９ １３ ０ ２２ ＜２６＞ １９（２１） 

そ の 他 ２ ３ ０ ５ ＜ ７＞ ５（ ７） 

合   計 ２１ ２３ ２ ４６ ＜４６＞ ４２（３９） 

※（ ）内は昨年度２月４日現在実績。＜ ＞は昨年度希望者数。 
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 定時制進路室の配置と活用案内（生徒用）   

 

※レターケースの書類以外は、持ち出し禁止です。 

※担任や進路課の先生に断って使用してください。 

※会議等で使用中は入室できません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


